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転作作物の振興に向けて 
米粉用品種「ふくのこ」の展示ほ結果を紹介 

 

２月１２日に JA 北九主催の令和７年産米粉用米栽培講習会が開催

され、普及指導センターは令和６年産の生育概況とともに米粉用米品

種「ふくのこ」の展示ほ成績結果を紹介しました。 

管内では米粉パンに適した品種「ミズホチカラ」が 80ha 程栽培され

ていますが、米粉用米の更なる生産拡大を目的に、用途の異なる米粉

麺に適した品種「ふくのこ」の試験栽培に取り組んでいます。 

本年の展示ほ結果では、「ふくのこ」は「ミズホチカラ」と比べて、穂

数及び籾数が少なく、収量が低くなる傾向にありましたが、出穂期・成

熟期が早く、後作麦の栽培準備をしやすくなる等のメリットが確認され

ました。 

来年度も、展示ほを設置し、生育特性を確認すると共に、実需者と

製粉特性についても協議する予定です。 

普及指導センターは、関係機関と連携し、今後も米粉用米の安定生

産・生産拡大に向けた支援を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米粉用米栽培講習会の様子 

問い合わせ先 Tel：093-601-8855 

             Fax：093-601-8869 

地域振興課 水田農業係  
http://www.pref.fukuoka.lg.jp/soshiki/4704707.html 


